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 審   査   の   要   旨 
本研究は長年謎とされてきた、ホヤの脊索細胞の分裂回数がコントロールされるメカニズムを明らかにした
大変重要なものである。この発見には、ホヤの１種カタユウレイボヤで蓄積されてきた転写因子やシグナル因
子のネットワーク情報が使われており、ホヤの過去の知見を正しく反映させて行われている。またホヤの個体
差のほぼない発生様式に加えて、胚を構成する細胞数が少ないことに由来する細胞分裂研究の好材料という特
徴を活かした研究となっている。またTALENはホヤにおいて長年求められてきた「遺伝子ノックアウト」を可
能にするものであり、単なる遺伝子機能解析に留まらず、ホヤにおける今後の分子生物学的研究の新展開をも
たらすものであり、大変意義深いものである。さらに本研究はTALENを用いた条件付き遺伝子破壊法の初の試
みであり、ホヤ研究者以外にとっても重要なレポートである。実験は多角的に進められており、結論を十分サ
ポートする内容となっている。また、全体的にオリジナリティの高い内容となっており、高い評価に値する。
論文執筆も本人がほぼ全て独自に行ったものであり、論理的に記載されており、学術論文としての水準を十分
にクリアしている。総じて、これらのことは筆者の研究者としての高い能力を示すものである。 
平成２７年２月３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
